
第３章 研修会班 

第１節 研修会 

令和 6 年度事業である「都道府県理学療法士会・作業療法士会において、関係機関と連携した地域・職域で

の予防・健康づくりを目的とした保健活動を推進するための研修会」を令和 6 年 10 月 5 日に実施したところ、

PT 士会・OT 士会の代表 54 名(理学療法士 23 名、 作業療法士 31 名)参加があったが、研修会後のアンケ

ート結果では、制度等の基本的な情報提供と先行事例の紹介、課題整理を行う研修会は満足度が高く、事業に

ついて検討を開始した士会が前年度よりも割合が増加した。 

しかし、事業を実施している士会は多くないため、引き続き普及・啓発が必要と考え、令和 7 年度事業において

も研修会を継続開催することとした。 

   

名称：地域・職域での予防・健康づくりを目的とした保健活動を推進するための研修会 

目的：自治体又は企業における予防・健康づくりに寄与する理学療法士・作業療法士の取組みを、47 都道府

県で実施されるように推進する。 

日時：令和７年１０月 １９日（日） １０：００～１６：３０ 

方法：Zoom によるオンライン開催 

対象：都道府県士会の理学療法士・作業療法士関係者 

参加：理学療法士 37 士会 作業療法士：34 士会  傍聴：PT：8 名 OT：7 名 

総合司会：研修会班 班長 清水 兼悦氏（札幌山の上病院） 

【午前の部】  

１０：００ 開会の挨拶および本年度事業説明 ※動画参加 

日本理学療法士協会  副会長  吉井  智晴 

第１部： 地域での連携に向けて 座長：  香山  明美氏(東北文化学園大学) 

１０：１５ 全国健康保険協会（協会けんぽ）の保健事業について 

全国健康保険協会 園川 太郎氏 

１０：３０ 産業保健総合支援センター及び地域産業保健センターの役割と地域での 活動について ※動画 

労働者健康安全機構 鶴田 裕一氏 

１０：４５ 保健所の役割と地域での活動  

全国保健師長会 橋本 美弥子氏 

１１：００ 産業保健師の役割と活動  

日鉄ソリューションズ（株）  椎葉  倫代氏 

１１：１５ 質疑応答 
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第２部：伴走支援・モデルチームの活動報告座長：日本理学療法士協会 岡持 利亘 

１１：３０ 伴走支援について 

１１：４０ 前年度チーム報告１： 山口 PT チーム 

「職域支援の制度化を見据えた継続的取組  

－作業分析に基づく企業介入の展望と課題－」 

山口県地域リハビリテーション支援団体  三戸  洋氏 

１１：５０ 前年度チーム報告２： 茨城 OT チーム 

「働く世代のメンタルヘルス出前講座の効果と展望」 

老人保健施設温泉リハビリセンター虹の丘 藤田 夕子 氏 

１２：００ 今年度チーム報告１： 香川 PT チーム 

「産業分野への事業展開の試み」 

チーム代表：老人保健施設さわやか荘  寒川  祐樹氏 

伴走者代表：大分中村病院  梅野  裕昭氏 

１２：１５ 今年度チーム報告２： 徳島 OT チーム 

「OT×健康職場づくり：企業との協業を通じた取り組み」 

チーム代表：杜のホスピタル 石川 聡氏 

伴走者代表：高千穂町国民健康保険病院 成松 義啓氏 

１２：３０ 質疑 

１２：４０～１３:４０ 昼休憩（６０ 分） 

【午後の部】  

第３部：事業展開に向けた準備 

１３：４０  成人の健康づくりに貢献するリハビリテーション専門職を目指して 

～令和 6 年度地域保健総合推進事業における伴走型支援を踏まえて～ 

伴走支援班 副班長 渡邉忠義氏（あさかホスピタル） 

１４：００ 質疑 

第４部：グループワーク 座長： 日本作業療法士協会 関本充史 

１４：１０ グループワークの説明 

１４：２０ グループワーク：事業展開をするうえで必要なこと 

テーマ①どうしているか 

テーマ②どうするのが良いか 

テーマ③横展開するための手続き 

１６：００ 発表 

１６：２０ 講評 事業統括 松本良二氏（八千代リハビリテーション病院） 

１６：２５ 閉会の挨拶 日本作業療法士協会 副会長 谷川真澄 
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第２節 アンケート 

１）事前アンケート（参加申し込み時アンケート）追補版 

 目的：研修会を開催するにあたり、円滑かつ効果的な実施のため、事前にいくつかのことについて情報の提

供をお願いし、提供いただいた情報を基に、グループワークのチームを編成すること。 

         各士会の現状 

回答数： 【理学療法士会】36 士会 【作業療法士会】33 士会 

  

     1.地域保健事業に対応する部署はありますか？ 

PT 士会  ①ある：28  ②ない：7   ③わからない：１ 

OT 士会  ①ある：15  ②ない：16  ③わからない：2 

  

  

  

  

  

  

２．その部署名 

【理学療法士会】 

 

 

 

 

 

【作業療法士会】 

 

 

 

 

職能局職域事業部・地域自立支援センター推進事業部、社会局地域ケア推進事業部、 

事業局、地域支援・保健活動系事業部、公益事業推進部、地域包括ケアシステム推進部 

ブロック局、産業保健委員会、キャリア支援センター、地域包括ケア推進部 

地域リハビリテーション部、労働者就労支援委員会、保健事業推進部、産業保健部 

健康増進推進部、地域包括ケア推進委員会、職能推進局 地域包括ケア部 啓発事業班 

産業保健部、産業理学療法部、地域包括ケア推進部、職能局業務推進部、社会局健康推進部 

保健福祉部、社会局、地域リハビリ推進事業部、産業保健推進委員会(仮)、公益事業局 

地域貢献局、イキイキ地域づくり事業部、地域社会振興部、事業部、地域リハ推進部 

地域包括ケア推進部、認知症地域支援推進部、地域保健福祉部、保健事業支援委員会 

特設委員会「自治体または企業における成人の健康に寄与するプロジェクトチーム」 

地域包括ケア推進部、地域活動推進部、事業部、地域包括ケア委員会、 

地域部産業・成人保健課、地域保健総合推進事業委員会、地域共生社会推進委員、 

地域包括ケアシステム委員会、認知症・メンタルヘルスケア推進委員 
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３．貴士会は他団体（例：保健所、医師会、産保センター等）と連携していますか？ 

PT 士会 ①はい：20 ②いいえ：14 未回答：２ 

OT 士会 ①はい：10 ②いいえ：23 未回答：０ 

 

 

 

 

 

 

 

４．連携している団体名や連携内容など 

【PT 士会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【OT 士会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さんぽセンター：単独の腰痛予防の講演依頼あり ・大分県健康増進課、保健所 

・都道府県 保健福祉事務所 産保センター等 ・協会けんぽ さんぽセンター 

・県医師会、さんぽセンター等 ・秋田さんぽセンターと連携 

・地域リハ広域支援センターなど地域支援活動、災害支援（JRAT）で医師会と連携。 

・山形産業保健総合支援センター 腰痛予防指導など 

・連携は取っていますが、連携内容については、その都度変更しています 

・島根産業保健総合支援センター、島根労働局、行政 

・転倒・腰痛予防に関する運動指導や作業姿勢の個別訪問支援 

・医師会と連携し QOL 健診に会員を派遣。産保センターとは企業へ行き講義を実施。 

・久留米市や小郡市から、地域リハビリテーション推進事業として委託されている 

・ 「いきいき百歳体操」を活用した介護予防・健康増進 等 

・県産業保健総合支援センターから県士会へ依頼があり、企業への労災予防など指導の協力を今

年度から行っています。 

・山口県長寿社会課と共同で研修会を開催しています 

・さんぽセンター：事業の取組に対する報告と助言、さんぽセンターからの PT 士会の腰痛講座

への情報提供と共有、県内の健康課題の共有 

・茨城県 PT 士会：さんぽセンターへの年度開始時の挨拶、前年度の事業報告、広報 

・協会けんぽ：昨年度の地域保健総合推進事業（伴走支援）の成果報告 

・介護ロボット・ICT 機器の使用に関する研究協力  ・福島県看護協会 

・県医師会健やか力推進センターが開催する QOL 健診に協力している。 

・栃木県さんぽセンター 情報交換   

・保健センター 

・埼玉県、県 PT 士会、県 ST 士会、寄居町（オレンジカフェ）、春日部市 

（オレンジカフェ）、東秩父村（オレンジカフェ）、認知症の人と家族の会、 

これでいいのだバンド、日本災害リハ支援協会、地域リハ·ケアサポートセンター、 

埼玉県内の作業療法士、養成校、県高次脳機能障害者支援センター、川越少年刑務所 

・連携までは到達できていないが、さんぽセンターから参画の打診を受けている 
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５．貴士会では、自治体や企業における予防・健康づくりに寄与する取組みを推進していますか？ 

【PT 士会】 

①すでに実施している：21  ②現在、計画中である：０ 

③思案中である：13  ④計画にない：１   未回答：１ 

【OT 士会】 

①すでに実施している：５ ②現在、計画中である：１  

③思案中である：19  ④計画にない：８   未回答：０ 

 

  ６．「①すで「に実施」または、「②計画中」を選択した士会：事業名等 
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２）事後アンケート 

 期間：当日から 10 月 26 日までにグーグルフォームにて実施（回答 70 名） 

    設問１．職種 

１・理学療法士 ３５  ２．作業療法士 ３５ 

 

設問２．氏名と士会の役職 

理事２７名・副会長１０名・部長７名・委員や部員５名など 

 

設問３．所属都道府県士会 

    上表参照 

設問４．研修会全体の満足度 

１．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５-１．講演１の理解度 

 １．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(2.9%)

0(0%)

5(7.1%)

24(34.3%)

40(57.1%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

設問４．研修会全体の満足度（n=71)

1(1.4%)

0(0%)

7(10%)

26(37.1%)
36(51.4%)

1(1.4%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

無回答

設問５-１．講演１の理解度（n=70)
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設問５-２．講演２の理解度 

 １．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問６-１．講演３の理解度 

 １．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問６-２．講演４の理解度 

   １．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

0(0%)

0(0%)

6(8.6%)

24(34.3%)

40(57.1%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

設問５-２．講演２の理解度(n=70)

0(0%)

0(0%)

5(7.1%)

24(34.3%)

41(58.6%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

設問６-２．講演４の理解度(n=70)

0(0%)

0(0%)

6(8.6%)

24(34.3%)

42(60%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

設問６-１．講演３の理解度(n=70)

103



設問７-１ 前年度チーム報告の理解度 

１．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問７-２．今年度チーム報告の理解度 

 １．とても悪い ２．やや悪い ３．ふつう ４．ややよい ５．とても良い 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問８．グループワークを通じて、今後貴士会では、成人の健康づくりに対してまず何に取り組めそうですか。 

（現在実施している関連事業の継続、事業計画の立案、士会内での情報共有等） 

・士会内での情報共有 

・まずは情報共有することから始めたいと思います。 

・三重県の健康課題の把握を行い、担当部署を検討し、来年度の事業計画に盛り込みながら進めていく 

・関連事業の継続に向けた部員の人材育成とその周知（SNS、学会でのブース、研修会開催）、公的機関

（さんぽセンター、労働局など）からの依頼を今後拡大（ニーズに応える）ための人材育成、提供コンテンツ

の整備 

・今日の研修をもとに、行政、自治体のニーズを把握して今後の事業計画立案につなげたい。 

・地域の健康課題、関連する組織の情報収集 

・県学会を通して県士会内での情報共有を図りました。今後も研修などを通して継続して周知すること、参画

0(0%)

0(0%)

5(7.1%)

18(25.7%)

47(67.1%)

0 10 20 30 40 50

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

設問７-１ 前年度チーム報告の理解度(n=70)

0(0%)

0(0%)

3(4.3%)

28(40%)

37(52.9%)

2(2.9%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１ とても悪い

２ やや悪い

３ ふつう

４ やや良い

５ とても良い

無回答

設問７-２．今年度チーム報告の理解度(n=70)
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する人材確保に努めたいと思います。 

・現在継続中の就労支援事業 

・先ずは既存の事業や取り組みから始める。市町村の健康まつりなどから高齢者だけでなく意識的に始めて

いきたい。 

・まずは、士会内での担当部署の検討が必要かと思いました。また、理学療法士会様との連携を視野に入れ

て活動していく必要があると思いました。 

・現在、組織化を図っているが、その先の進め方についてヒントをもらえたと思います。ありがとうございまし

た。 

・士会内での事業参画についての優先度の整理、次年度以降の事業計画の立案、スタート時の中心となる

キーマンの選定、士会員向けの情報共有方法の検討 など 

・事業計画の立案、士会事業の整理と本事業の位置づけの検討・調整 

・骨折予防対策事業で培った地域連携の仕組みを活かし、 働く世代の健康づくり支援（フレイル・腰痛・生

活習慣病予防など）に着手したい。 士会内で産業・職域支援分科会を設け、既存班との連携体制を整えな

がら、 地域と職域をつなぐ成人期の健康支援モデルを構築していく。 

・理事会への共有、士会内の対応部署設立、県内の実情に関して情報収集、研修会の実施など 

・士会内で情報を共有させて頂き、次年度以降の事業計画に役立てていきたいと思います。 

・県士会内での地域事業における情報整理、栃木県理学療法士協会との連携、産保センターとの連携 

・さんぽセンターと相談を始めたばかりなので、まずはその件を士会理事会内で共有し、周知を図りたい。 

・今年から担当課を作りましたので、今回の情報を共有していくことで、よりよい計画～実行ができると思いま

した。 

・事業計画の立案と実行、会員のネットワーク作り、士会内での情報共有 

・県士会の中で産業分野に取り組む内容が事業の中でも曖昧になっている部分が多いため、まずは士会内

でどのような事業展開を行うかの話し合いを行いたいと思います。 

・士会内に本日の内容を伝達すること 

・行政やさんぽセンターなどの地域の情報もまとめて、何ができるか、マッチングできるかを、多職種 PT 士会

とも相談していきたい、士会のできることを明確にしてその後関連機関との顔合わせにすすんでいきたい 

・まずは県士会三役と理事との情報共有を行い、県士会として事業計画に盛り込むことができるかなどその

他の県士会事業との優先順位を検討していきます。 

・現在実施事業の継続 

・士会内で該当する部署の選定（地域包括委員会で対応するか、認知症・メンタルヘルス委員会で対応する

か）、事業計画の立案、県 PT 士会との協力体制 

・傍聴参加でした。ありがとうございました。 

・まずは士会内で共有し、具体的な取り組みの現状を確認したうえで、具体的な取り組み内容を検討します。 

・横展開のために、他分野との連携を強化する 

・情報収集とさんぽセンターなどへのあいさつ回り 

・今後士会内で検討したい 

・推進に向けての具体的な方法や、その課題等を把握することができた。時間を要す課題もあったため、優先

順位をつけて推進していく必要があると感じた。 

・次回、理事会でこの研修会の報告および資料（手引き等）について報告します。 

・企業の意向調査、人材育成 

・まずは本研修会の内容を理事会で報告します。そのうえで、理事会内でどのような方針をとるかを検討して

いただきます。 

・人材育成や予算の取り方など、大変参考になりました。 

・0 段階の立ち位置で、情報発信・共有から開始 
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・POS で連携して動く体制づくりとさんぽセンター 

・士会内での情報共有・人材育成の継続。さんぽセンター等への渉外活動。PT 士会との情報共有等。 

・研修結果を共有し、具体的取組について検討を開始予定 

・現状の把握・分析、士会内での情報共有、士会員への周知・啓蒙 

・まずは富山県士会及びその周りの状況、何ができるのか、何の資源があるのかを調査することが必要かと

思いました。 

・実施している活動について理解を深めつつ、県内への周知を強化したいと思いました。  

・必要性を改めて感じておりますので、前に進みたいと思います。ありがとうございました。 

・士会内での現状の把握(同様の事業を事業所単独で行っているところもあると思われるため） 

・まずは士会での組織化・予算作り・人材確保。人材確保は理事が複数名でまず担当できる方が良い。また

は必要であれば組織編成も必要になるのではないか。理事会には今回の研修資料を共有したいと考えてお

ります。 

・県内で取り組んでいるセラピストに情報収集をする。 

・現在の事業の体制強化（人材育成、使用するツールの作成、外部との連携強化） 

・グループワークは家庭の事情で、愛媛県作業療法士会の進捗状況を報告させて頂いた後に退席させてい

ただきました。大変申し訳ございません。 

・保健分野、産業保健分野での関わりについて今行っている事業に加えて取り組んでいけるように共有して

いきたい 

・出前講座の継続、県士会学会での発表、研修会の開催 

・士会内での情報共有、取り組みについての検討 

・士会内での情報共有、県 PT 協会との連携 

・地域特性の情報収集とさんぽセンター等との連携から。 

・これまで単発的に行ってきた事業の見直し。事業展開に向けての土台作り、人材育成 

・講師育成と派遣事業 

 

設問９．2023 年度の成果物（手引き）の活用 

     １．まだ確認していない ２．あることは知っている ３．それを基にした事業を検討した・している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34(48.6%)

31(44.3%)

6(8.6%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１．まだ確認していない

２．あることは知っている

３．それを基に事業を検討した・している

設問９．2023年度の成果物（手引き）の活用(n=70)

106



設問 10．リハビリテーション専門職の介入が必要と思われる特定保健指導（生活習慣病）の対象者や腰痛

予防、転倒予防、メンタルヘルス対策等の健康づくり（0 次予防）について士会内で検討したことがあります

か（いずれの予防事業及び対策事業では高齢者（65 歳以上）を除く）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 11．※設問 10 で「ある」と回答した場合のみ 

検討に至ったきっかけを教えてください。（複数選択可） 

 １．他団体（市区町村）等の外部からの依頼  

２．士会内における設問８や９への問題意識 

３．その他上記 2 つに当てはまらないきっかけを自由記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42(60%)

29(41.4%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１．ある

２．ない

設問10．リハビリテーション専門職の介入が必要と思われる特定保健

指導等の検討(n=70)

24(57.1%)

22(52.4%)

6(14.3%)

1(2.4%)

0 5 10 15 20 25 30

１．他団体（市区町村）等の外部から依頼

２．士会内における設問８や９への問題意識

３．その他上記2つに当てはまらないきっかけを…

無回答

設問11．※設問10で「ある」と回答した場合のみ(N=42)
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設問 11-3 その他の自由記載 

・転倒予防は高齢者が主な対象である。また生活習慣予防に関しては、糖尿病班（専門領域部）が関与して

いる。士会活動ではあるが、事業部の一つの公益事業である。 

・飲食店でのパイロット調査介入 

・自発的に 

・5 月にフリーランスとなり、また、産保センターとのつながりもあり、県や企業へもつながっていけたらと考えて

います。 

・職能団体としての地域貢献。作業療法の普及・啓発のため。 

役員ではないため詳細は不明 

・「ある」としましたが、具体的にどう対応するかについては検討していません。下関で行った派遣では、実施

内容については、市の担当者と派遣者で打合せをして実施しました。しかし内容については、派遣者個人に

任せた状態でした。今後は内容まで標準化できるようにしたい。 

・士会で組織化・議論ができていない。 

・2024 年伴走支援モデルチーム応募 

 

設問 12．高齢を除く特定保健指導の対象者や 40 歳以上の成人等を対象とした健康づくりについて、現在

士会で取り組んでいる生活習慣病、腰痛予防、転倒予防、メンタルヘルス対策に対する事業を選んでくださ

い。（複数選択可） 

１．集団への教育 ２．情報発信 ３．相談指導 ４．事業に取組めていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24(34.3%)

14(20%)

11(15.7%)

39(55.7%)

1(1.4%)

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

１．集団への教育

２．情報配信

３．相談指導

４．事業に取組めていない

無回答

設問12．高齢を除く特定保健指導の対象者や40歳以上の成人等を対

象とした健康づくりについて、現在士会で取り組んでいる生活習慣病、

腰痛予防、転倒予防、メンタルヘルス対策に対する事業を選んでくださ

い。（複数選択可）（n=70)
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設問 13．設問 12 で「事業に取り組めていない」と回答した場合のみ 

事業に取り組めていない理由を教えてください。（複数回答可） 

１．ヒト（対応できる人材がいない、組織がない等）に関する理由 

２．モノ（事業展開に関するツール等）に関する理由 

３．カネ（事業運営費など）に関する理由 

４．情報（技術やノウハウ等）に関する理由 

５．その他（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 13-5．その他の自由記載 

・優先事業として挙がっていなかった（と思われます） 

・事業として取り組む計画が現時点では立案できていないため 

・何から取り組んでよいか検討し士会内で現状調査をしている段階です 

・産業保健について、理事会へは研修会および個人の活動および士会員の紹介を行い、事業となれば積極

的に関わっていければと考えています。 

・従来の事業は様々実施しているが（例：地域包括ケア関連）、産業保健分野での取り組みや、介護分野で

の腰痛予防などに留まっている。 

・次年度には取り組みに向けた交渉ができそうなところまで、準備が整いつつある。 

・アウトカム・質の担保を図るべく、研修制度の充実・人材育成が必須 

 

 

 

 

 

 

30(42.9%)

11(15.7%)

11(15.7%)

23(32.9%)

6(8.6%)

0 5 10 15 20 25 30 35

１．ヒト（対応できる人材がいない、組織がない等）に…

２．モノ（事業展開に関するツール等）に関する理由

３．カネ（事業運営費など）に関する理由

４．情報（技術やノウハウ等）に関する理由

５．その他（自由記載）

設問13．設問12で「事業に取り組めていない」と回答した場合のみ

(n=39)
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設問 14．本事業に関わることで、ご所属の都道府県士会で、「成人の健康づくり」に対して何か取り組まれ

たことはございますか（研修結果を都道府県士会内で情報共有した、事業化のために予算化・事業計画を

立案した等） 

・これから情報共有できたら良いと考えています。 

・本日の研修会で、きっかけを掴めたので今後検討していく 

・研修結果を今後共有していく、事業計画の検討材料とする（特に人材育成に向けて） 

・県学会で健康経営に関する基調講演を行った、県学会でブース出展した。 

・集団健診への参画 

・特に行えていません。次回士会内で研修内容を報告し共有したいと思います。 

・担当部署の組織化に着手、いただいた依頼について講師派遣等の対応をした。 

・検討段階です 

・今回初めての参加でした． 

・事業件数情報の会員への開示 

・さんぽセンターとの情報共有 

・昨年研修会を実施し、人材発掘につなげて担当部局を作り・事業計画を作成している 

・成人の健康づくりに対してはなし 

・士会内情報共有、会員へアンケートし実状調査、担当部会で検討 

・メンタルヘルス事業を予算化した 

・自治体、医師会等と連携して健康づくりに関する啓発活動 

・理学療法週間キャンペーンなど 

・他県での取り組みを紹介、共有した 

・「成人の健康づくり」への取り組みは、ないように思います。 

・企業への実施した一年間の成果を報告 

・本研修会の内容を理事会で報告予定。 

・アンケート調査 

・士会内での情報共有、人材育成研修会の検討。他団体への渉外活動等。 

・会議で検討を始めた。2026 年度事業化予定で準備 

・中心に動いている方がいると思われます。詳細は把握できていません。 

・事業計画の立案と予算化、産業保健委員会の設立 

・当県士会として取り組みに関する内容・指針の準備が整いつつある。次年度には当県士会ができる内容と

指針を関係団体と話し合いのためのアポイントを取っていく予定である。 

・伴走支援とそれを通した士会内の情報共有、事業化と予算化、出前講座企画と実施 

・伴走支援を受けながら実行中 

・人材確保。育成を目的とした研修会の開催 
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設問 15-1．2025 年度、「多様な世代に向けた国民の健康づくり」に向けた取組を実施・計画されていまし

たら、お教え下さい。   

1．実施した  2．実施していない 

 

 

設問 15-2．設問 15 の内容をご記載ください. 

・産保センターからの依頼があった講演（腰痛予防など） 

・企業への就労支援事業 

・小学校の児童対象にスポーツとケガの予防について、子供家庭センターより依頼があり、「産後の母親のダ

メージに対するケア・抱っこ等の工夫、骨盤底筋のケア」について講師を派遣、・大学の衛生委員会からの依

頼で「デスクワークと腰痛」をテーマに講師派遣予定、・区役所の清掃事務所からの依頼で「東京都職員共

済組合専門講師派遣、腰痛予防・改善事業を利用して講師派遣の準備をしている、・産業保健総合支援セ

ンターより、企業への講師派遣ｗ準備中、・東京都後期高齢者医療広域連合より、「健康保持増進のための

職場訪問支援サービス」について、これから打ち合わせの予定、・三士会（PT・OT・ST）の会長で産保セン

ターの所長（医師会長）に挨拶に行きました 

・行政と連携しフレイル予防推進事業について、計画、予算取得、運用をしている。市民よりアドバンスサポー

ターを育て、小中学校から企業までに展開ができるよう取り組んでいる。また、関連するプロポーザルを実施

した。 

・メンタルヘルス事業（企業の引きこもり支援事業への支援等），子供発達支援委員会（学校作業療法士派

遣事業の推進，５歳児検診派遣に向けた取り組み） 

・自治体、医師会等と連携して健康づくりに関する啓発活動 

・企業のトップに対する腰痛予防の必要性に関する研修 

・県医師会が主催する QOL 健診への協力。 

・私が把握できてないだけで、県士会として何等か動いているかもしれません。 県士会の執行部～理事～部

長まで情報共有する必要があると思います。 

・転倒防止腰痛予防（産業保健センター事業）、巡回型介護予防事業（委託事業）、スポーツ医科学事業等 

・計画している。ドライバーに着目をして、「ロングドライブ症候群とエコノミークラス症候群の違いなど」、「血

圧・循環系の話」、「腰痛について(姿勢、セルフエクササイズ)」、「睡眠・休息について」、「休憩効果のエビ

デンス」、「アルコールとの付き合い方」、「ホルモンの話」、「運転中のストレスマネージメント」など短い簡単

な説明書を制作中である。これらの内容を‘おしながき‘のようなパンフレットを作成して、様々な関係機関や

関係団体とヒアリングしていく計画を立てている。 

・メンタルヘルス出前講座の実施、全 3 回シリーズ 

 

 

 

 

 

15(21.4%)

54(77.1%)

1(1.4%)

0 10 20 30 40 50 60

１．実施した（15−2に内容記載）

２．実施していない

無回答

設問15-1．2025年度、「多様な世代に向けた国民の健康づくり」に向

けた取組を実施・計画されていましたら、お教え下さい(n=70)
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設問 16-1．2026 年度、「多様な世代に向けた国民の健康づくり」に向けた取組を実施・計画されていまし

たら、お教え下さい。 

１．事業化を予定・計画している ２．検討をする予定としている  

３．予定・計画していない 

 

 

 

 

 

 

 

設問 16-2 設問 16 の内容をご記載ください。 

・労働者に向けた出前講座、人事担当者への啓発講座、情報発信（HP） 

・集団健診への参画 

・企業における就労支援事業(転倒・腰痛予防を中心に） 

・担当部署「産業保健推進委員会(仮)」を胡年度立ち上げて、具体的な活動計画を立てていく。依頼が来て

いるもの対する対応と人材育成、会員へのこの事業の周知 

・こども 5 歳児健診 

・アンケートによる健康に対する問題点把握 

・昨年度までの事業を継続および展開していく 

・メンタルヘルス事業，子供発達支援委員会，（本研修会のテーマである産業領域への介入は検討事項とし

て次回以降の理事会議案化から対応事業部の制定を目指したい） 

・自治体、医師会等と連携して健康づくりに関する活動 

・県内の健診結果や産保センターが把握している県内企業の労働災害の課題などの情報収集 

・産業保健、母子保健 

・転倒防止腰痛予防（産業保健センター事業）、巡回型介護予防事業（委託事業）、スポーツ医科学事業等 

・保健所の方と踏まえて取り組んでいきたい 

 

・出前講座の改訂・継続（全 6 回講座）、士会内向け研修会もしくは学会発表、外部職域機関への挨拶周り

（2025 年度の成果報告、協働・連携のあり方に関する意見交換） 

・子どもに対しての生活習慣病予防を計画 

 

 

 

 

 

 

14(20%)

21(30%)

26(37.1%)

0 5 10 15 20 25 30

１．事業化を予定・計画している（16−2に内容記載）

２．検討をする予定としている

３．予定・計画していない

設問16-1．2026年度、「多様な世代に向けた国民の健康づくり」に向

けた取組を実施・計画されていましたら、お教え下さい(n=70)
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設問 17-1．「多様な世代に向けた国民の健康づくり」に向けた取組・検討において、以下のうち対象として

考えているものを全て選択してください（複数回答可）。 

１．転倒 ２．腰痛 ３．生活習慣病 ４．メンタルヘルス  

５．母子保健 ６．産業保健・人間工学 ７．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 17-2 設問 17 のその他の内容をご記載ください。 

・中央労働災害防止協会のコンテンツを活用した転倒予防、行政と協働で産後の骨盤ケア教室 

・就労するケアラーへの相談、対応 

・健診及び健診を通した健康教育への従事 

・ターゲットなどをまだ検討している段階 

・実状調査を行い検討予定です 

・自治体、医師会等と連携して健康づくりに関する活動 

・詳細は不明 

・県から助成金を頂いての介護技術講座 

・役員ではないため詳細は不明 

・現時点で、１・２・３は実施できるのではないかと思います。 

・5 歳児検診、1 地域の学校教諭への相談事業 

 

 

 

 

 

 

11(15.7%)
18(25.7%)

18(25.7%)

17(24.3%)

15(21.4%)

14(20%)

3(4.3%)

7(10%)

0 5 10 15 20

１．転倒

２．腰痛

３．生活習慣病

４．メンタルヘルス

５．母子保健

６．産業保健・人間工学

７．その他

無回答

設問17-1．「多様な世代に向けた国民の健康づくり」に向けた取組・検

討において、以下のうち対象として考えているものを全て選択してくださ

い（複数回答可）
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第 3 節 まとめ 

１、企画・運営に関して 

本事業の企画・運営に際して、OT 協会の役員の変更もあり、研修会班の組織化や準備が滞ったことは反省点

である。しかし、参加者は傍聴を含め昨年度よりも多い、理学療法士 37 士会（45 名）・作業療法士 34 士会

（41 名）で、各士会が地域保健関連事業に関心が向上していることが推察された。当日のグループワークの班

分けや情報提供を目的として、事前にアンケート調査を依頼したが、各士会の実状を把握することができ、当日の

みならず、今後の本事業の展開、各協会や士会の事業展開に非常に有益な情報をもたらしたと言える。 

また、当日は、グループワークも含め特に滞りなく運営された。 

２、事前アンケートに関して 

当日のグループワークの班分けや情報提供を目的として行った。 

事前アンケートから分かったこととして、理学療法士は他団体と連携し取り組んでいる士会が 20 程度あるが、

作業療法士は 5～10 程度であった。作業療法士は歴史的な身体障害作業療法や精神作業療法などに見受け

られるとおり、学際的な基盤の広さを生かし切ることができていないことが考えられる。 

これらの情報は、グループワークの班分けや情報提供として、また、その後の本事業の展開、各協会や士会の事

業展開に非常に有益な情報をもたらしたと言える。 

３、事後アンケートに関して  

担当理事や部長・委員長など、理学療法士 35 名・作業療法士 35 名から回答があった。 

講演や前年度チーム・今年度チーム報告の満足度は概ね良い回答であった。 

令和５年度の成果物である「手引き」を基に事業を検討しているのが 6 名と少なく、まだ確認していないが 34

名であったことが残念である 

しかし、設問 8「現在実施している関連事業の継続・事業計画の立案・士会内での情報共有等」をはじめ自由

記載において、多くの記述がなされ、その後の本事業の展開、各協会や士会の事業展開に非常に有益な情報を

もたらしたと言える。 
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第4章 事業のまとめ 

１、伴走支援班 

予防・健康づくり領域において、リハビリテーション専門職が関わる意義は、単なる運動指導の提供にとど

まらない。リハビリテーション専門職は、身体機能・活動・参加、環境要因を統合して捉え、生活や仕事の場で

「続けられる形」に落とし込むことを得意とする。すなわち、アセスメントに基づく提案や行動変容につながる

動機づけ支援等、保健師・看護師が行う健康教育や保健指導、行政職が担う制度設計・事業運営と連携し

ながら、行動変容や職場・生活環境の調整に具体性を与え、実装の質を高める役割に協力出来るのではな

いか。 

特に作業療法の視点である「人（こころとからだ）」「環境」「作業」の 3 要素でストレス反応を捉え、課題

の所在を分解したうえで対話・面談を通して改善策を提案する取り組みや、理学療法士の作業にまつわる動

作を人間工学的に考察・提案する取り組みは、仕事の質量（作業）、労働者の技術能力（人）、作業机等の

設計（環境）が相互に影響し得ることを明示し、職場の「環境改善」に役立つ取組になるのではないかとも

期待する。  

一方、今後の課題として、①連携の入口設計（誰を窓口にするか、どの機関を経由するか）、②支援内容

のパッケージ化と提供範囲（どこまでを標準とするか）の明確化、③継続性を担保する運用設計（人材確

保、費用設計、実施頻度、評価の最小セット化、個人情報・安全管理を含む）、が挙げられる。これらはモデル

チームの工夫だけで解決しきれない場合が多く、士会としての意思決定と組織的な仕組みづくりが重要とな

る。 

２、研修会班 

  本研修会の目的は、自治体又は企業における予防・健康づくりに寄与する理学療法士・作業療法士の取

組みを横展開し、47 都道府県で実施されるように推進することであったが、結論的には参加した士会にと

っては有益なものであり、本事業的の成功の一助となったと言える。 

３、事業考察 

  「理学療法士・作業療法士の地域・職域での予防・健康づくりを目的とした保健活動を推進するための伴

走支援のあり方に関する検討と普及事業」は、令和 4 年度事業の実態調査から始まった関連事業であり、4

年目となる本年度事業で受託事業として一区切りすることになる。一方で事業が単に事業で終わらず、全国

各地域の地域課題に応じて、全国どこでも理学療法士・作業療法士の専門性を活かした取り組みが容易に

展開できるよう、手引き等の成果物を作成・整備し、各都道府県 PT 士会・OT 士会への情報共有を図った

4 年間であった。 

「地域・職域での予防・健康づくり」は、家庭や職場等において、その人らしい活動と参加を支える重要な

取り組みであり、医療経済的にも鍵となる。これまで実践されてきた多職種協働の輪の中にリハビリテーショ

ン専門職として入り、貢献することが期待される。どのような課題に成果を出せるのかその方法と結果の検証

の積み重ねが今後さらに重要になるだろう。 
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４、今後の展望 

「地域・職域での予防・健康づくり」に PT・OT が寄与するためには、職能団体が PT・OT 参画状況を把

握し、どのようなリハビリテーション専門職のニーズがあるのか、それにどのように対応していくのか、全国レ

ベル・都道府県レベルで実施する組織的なマネジメントは、今後も欠かせないと考える。具体的には 4 年間

の事業の成果物を今後の推進に重要なツールとして活用をどう広げるのか、日本理学療法士協会と日本作

業療法士協会がそれぞれで検討していくことになるだろう。 

また、4 年間の事業からは、病院や介護事業所に勤務するほとんどのリハビリテーション専門職がこの領

域に関わる機会はほとんどない、取り組み方法が分からない、取り組める人材がいない、経済的保証がない

等、この領域の活動が広がらない根本的背景、構造的な課題が明らかとなっている。国や自治体の制度の

見直しに向けた働きかけ、直接的・間接的様々な参画方法の検証が今後必要となる。参画方法の中で、自治

体等公的機関勤務のリハビリテーション専門がこの領域に関わることや、起業しているリハビリテーション専

門職の参画関与等、普及のために実現可能性を重視した検討も必要と考える。 
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第 5章 事業成果 

 １ 令和７年度地域保健総合推進事業発表会 抄録 

 ２ 令和７年度地域保健総合推進事業発表会 発表スライド 

 ３ 手引き（改訂版） 

   「自治体または企業における成人の健康づくりに寄与するための手引き 

    -都道府県の理学療法士会・作業療法士会の担当者向け-実践編」 
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理学療法士・作業療法士の地域・職域での予防・健康づくりを目的とした保健活動を推進するための
伴走支援のあり方に関する検討と普及事業 

 
要旨 理学療法士（以下 PT）と作業療法士（以下 OT）が持つ専門性は、対象者の心身機能だけでなく、
さまざまな環境的要因を考慮する点であり、その専門性は地域の健康づくりにおいても有効である。しか
し、働き盛り世代への予防事業に関して、保健所からの連携希望は多くあるものの、事業実施数は極めて
少ない。昨年に引き続き、事業準備を開始する都道府県士会をモデルチームとし、事業実施のプロセスを
支援する伴走支援を行いながら、事業展開に必要な準備等のプロセスを整理してまとめた。 

Ａ．目的 
 自治体又は企業における予防・健康づくりに寄
与する PT・OT の取組みを横展開し、47 都道
府県で実施されるように推進する。 
Ｂ．方法 
 （１）事業に着手できていない都道府県士会が、
より事業に取り組みやすくするために、昨年度
事業で検討した伴走支援のあり方を精緻し、伴
走支援の効果検証を行う。 
（２）精緻化した伴走支援のあり方を整理し、前
年度事業までに作成した手引きを改訂する。 
（３）昨年度事業結果の周知、事業を始めるに
あたって必要となる情報の提示、都道府県理学
療法士・作業療法士会（以下、PT・OT 士会）と
の意見交換の場として、研修会を開催する。 

Ｃ．結果 
（１）伴走支援班のあり方の整理と伴走支援の
効果検証 

今年度に事業を実施しようとする香川県 PT
士会と徳島県 OT 士会の２士会をモデルチーム
とし、先行して事業を実施した経験を持つ構成
員や有識者を伴走者として各チームに配置した。 

伴走者は、モデルチームの主体性を尊重しつ
つ良好な関係性を構築する姿勢を持ち、スケジ

ュールの提案、タイムリーな情報提供、段階付け
や課題整理へのファシリテートを行った。 

モデルチームの実践および伴走支援を通し
て得られた知見から、事業準備のプロセスを内
向き（士会内での準備）と外向き（事業に必要
な他機関との連携準備）に分類し、実施評価指
標・手段・時期・基準を作成した。 

・モデルチーム１：香川 PT チームの取り組み 
 香川県は糖尿病罹患率が高く、医療・保健指
導強化が求められることから事業のテーマとして
選択した。運動習慣の基礎知識等や運動方法の
講義と実践をプログラムとした。事業を活用して
もらうために、行政や産業保健総合支援センタ
ー、全国健康保険協会と連携し、作成した募集
チラシの配布に関する相談を行った。その結果全
国健康保険協会とは協定を結ぶこととなった。次
年度は、実績を積み、市町村の保健師や企業へ
もプレゼンテーションを行う予定となっている。 
・モデルチーム２：徳島 OT チームの取り組み 
 作業療法士の特性を生かしたメンタル不調を
事業のテーマとして選択した。産業保健総合支
援センターと全国健康保険協会に聞き取り調査
を行い、課題を整理した。また、「メンタル不調」
の文言を提示すると、対象者が抵抗を感じること

分担事業者 山本 伸一（日本作業療法士協会 会長） 
斉藤 秀之（日本理学療法士協会 会長） 

事業協力者 谷川 真澄、吉井 智晴、松本 良二 
岡持 利亘、関本 充史、梅野 裕昭、香山 明美、小林 敦郎、椎葉 倫代、清水 兼悦、 
園川 太郎、戸松 好惠、成松 義啓、橋本 美弥子、藤田 夕子、三戸 洋、渡邉 忠義 
寒川 祐樹、柿原 稔永、中山 直樹、中井 卓、秋山 健太、石川 聡、藤井 恭平 

１　令和７年度地域保健総合推進事業発表会　抄録
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を踏まえて「肩凝りは人・環境・作業の不適合サ
イン」と視点を変え、事後対応から予防中心へと
シフトさせるプログラムを作成した。また、モデル
事業所への介入を通して事業内容のブラッシュ
アップを行った。次年度は、人材育成、全国健康
保険協会との連携強化、モデル事業の実施を予
定している。 
（２）手引きの改訂 
伴走支援班会議および伴走支援のあり方検討

班会議の検討結果を基に、今後必要となる手引
きの内容を検討して作成した。 
事業実施までの必要事項をステップごとにまと

めたものへと一新し、情報提示だけでなく、コラム
として事業の背景や考慮すべき視点を示した。 
（３）研修会の開催 
「地域・職域での予防・健康づくりを目的とした

保健活動を推進するための研修会」を、令和 7
年 10 月 9 日に研修会を実施した。対象は、PT
士会および T 士会の事業担当者とし、PT 士会
37 士会・OT 士会 34 士会から 71 名、傍聴 15
名の合計 86 名の参加があった。事後アンケート
では、研修会参加の満足度「やや良い」「とても
良い」を合わせると 91.4％（回収率 81％）とな
った。 
 各年度の母数は異なるが、研修会事後アンケ
ートでは、「事業を実施した」が 15 士会で、昨年
の 10 士会と比較して 1.5 倍の増となっている。
また、「事業実施について検討をしているか」に
ついては、42 士会となっており、昨年の 24 士会
と比較すると 1.75 倍の増となっている。 
Ｄ．考察 
 モデルチームの活動は、伴走支援を通して、次
年度の計画作成まで達成することができたこと

から、伴走者が行った支援内容が事業展開に必
要な事項（プロセス）であると言える。この事項
（プロセス）を整理してまとめたことで、事業実施
の指針となり、事業展開へ大いに貢献できる。ま
た、モデルチームの取り組みから、リハビリテーシ
ョン専門職の特性や視点を生かしたプログラム
の提供が可能なことが分かった。 

手引きの改訂は、2年に渡り実施してきた伴走
支援から得た事業を実施するために必要な事項
を視覚化することできた。手引きのステップに沿
って事業準備を行うことで、伴走支援の代わりを
担えると考える。しかし、タイムリーな支援やスケ
ジュール管理に関する支援については補うことが
出来ないため課題として残る。 

事業の周知および展開に向けた状況は、事業
実施や検討している士会が年々増加しているこ
とから、事業展開が進んでいると言える。 
Ｅ．結論 

本事業を通して、47 士会の働き盛り世代への
予防事業への意識は格段に高くなった。また、事
業展開に必要となる活動を整理して手引きにま
とめることができ、事業展開において必要となる
事項（プロセス）を示すことが出来た。以上のこ
とから、４７都道府県で事業実施をするための道
筋が作られ、リハビリテーション専門職の特性を
生かした事業展開への効果があったと言える。 
Ｆ．今後の計画 
 作成した手引きを各士会に配布・周知し、事業
の推進を更に図る。 
Ｇ．発表 
 １．論文発表 未定 
 ２．学会発表 

第 85 回日本公衆衛生学会総会（予定）
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２　令和７年度地域保健総合推進事業発表会　発表スライド
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３　手引き（改訂版）
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